



































２ 『岡山大学 ₅0 年小史』１₉₉₉ 年，などの岡山大学の刊行物による。
岡山大学文系（文・法・経済）組織変遷
1949（昭和 24）岡山大学設置      法文学部←第六高等学校文科 
             哲学科・史学科・文学科・法学科  
1954（昭和 29）            法経短期大学部 
                                      法学科・経済科 
1964（昭和 39）教養部設置             法学科経済学 3 講座 
1965（昭和 40）           法文学部           
     哲学科・史学科・文学科・法学科・経済学科    法文学部第二部 
                             7 講座      法学科・経済学科
                                          5 講座 
1971（昭和 46）          大学院修士課程
            文学研究科   法学研究科   経済学研究科（‘77）       
1978（昭和 53）       法学科・経済学科＝教官組織合体←第二部法学科・経済学科 
経済学科 7 大講座 
1980（昭和 55）       文学部         法学部      経済学部 
哲学科 史学科 文学科   法学科     経済学科 
第二部法学科  第二部経済学科 
1993（平成 5）          大学院博士課程
                 文化科学研究科 
                （博士後期 3 年課程） 
1994（平成 6）教養部廃止      文学部  
            人間科学・行動科学・歴史文化・言語文化 4 学科 
1995（平成 7）       経済学部 4 履修コース制 
1999（平成 11）創立 50 周年                法学部     経済学部 
2002（平成 14）       夜間主コース  夜間主コース ←第二部 
2004（平成 16）国立大学法人  社会文化科学研究科 
（博士後期課程）  
                （博士前期課程）←修士研究科統合 
               文学部 法学部  経済学部  法務研究科 
2011（平成 23）                  法夜間主コース募集停止 
20？？（ ？） 経夜間主コース←-→？ 
20？？（ ？）         社会文化科学研究科 
                （博士後期課程） 
                （博士前期課程） 


































V.１3　１₉₆₉ 年 ₈ 月），「中世以来大学が一度も手放すことなく排他的に独占しつづけてきた機能として，学位授与権
を挙げることができる。この観点から各国の高等教育をとらえなおすと，学位授与権が大学とそれ以外の教育研究機
関を区別する一つのメルクマールをなしていることは疑いない」（吉川裕美子「学位と大学－ ₅ か国比較研究報告の






























































































































フはそれを活用した。『現状と改革』の第 3 部資料編には経済学会雑誌目録（第22巻〜 2₆巻）を掲載
しているが，この間の退官記念号を除く，通常の１4回・号の掲載本数は１１0で， １ 号平均₇.₉である。
内訳は論説₅3，研究ノート１₉，翻訳 ₉，資料１１，史料紹介Ⅰ，書評・新刊紹介 ₇と多様である。毎号




















































年 １１ 月，に至る過程で，産業革命研究産業 ･ 地域 ･ 生活三編成論の構想をもつに至った。その後，三編成論のそれ
ぞれに対応する書を取りまとめた。
12 問題点は神立春樹「岡山大学図書館の課題」（『大学図書館の在り方を追って』御茶の水書房　200₅ 年　第 3 章）。
13 前掲拙稿「『経済学研究叢書』のことなど－田中生夫先生の御配慮－」。
14 岡山県域を事例としたものは，『産業革命期における地域編成』御茶の水書房　１₉₈₇ 年，『近代岡山県地域の都市と




設置。第 １セメスタ （ー １ 年生前期）以降では基礎的専門科目Ａから選択し履修，第 2セメスタ （ー １
年生後期）以降では基礎的専門科目Ｂから選択し履修。③第 4セメスター（ 2年後期）からは「現代
経済分析コース」「国際比較経済コース」「経営・会計コース」の内のコースを選択，体系的な専門研
究。④演習（必修： 2 年後期から）のほかに「特別演習」（選択： 4 年次：論文作成指導）を設けて
少人数教育充実させる。⑤学生諸君の国際交流としては，経済学会の助成によるエディンバラ大学と
の交換留学生制度を引き続き継続する。



























































































　　　 2  ）実際の授業の運営責任は，講師の一人である森元氏が引き受けています。彼はすべての授業に毎回参加し
ています。
　　　 3  ）学位取得した直接の先輩による熱意溢れる授業とあって受講生にとっては励みと剌激になっているように
思います。






































































































　　⑴　入館時間午後 ₆ 時 ₆ 分頃


















































16 『岡山近代史研究会研究会誌』第 １2 号，１₉₈2 年 １2 月。後に，神立春樹編『高知県の産業構造・地域構成と住民生活
－産業革命期　県統計書・村是調査書による検討－』教育文献刊行会　200₈ 年に収録。
17 手稿，後に，森元辰昭・葛西大和編『地方史研究の可能性－神立研究室の研究活動－』西日本法規　2004 年，に収録。


































20 「国立大学の法人化をめぐる １0 の疑問にお答えします」文部科学省ホームページ。 
－17－
回想の岡山大学三十年 17
⑵　国立大学法人岡山大学の位置
　国立大学はその格付にともなう改組・改編が行なわれ，充実度の大きな差をもって法人化した。こ
の格差・格付構造が継続しているならば，法人化した国立大学間の格差はいっそう拡大するであろう。
　このような状況の下での個々の大学である。文部科学省は上の文書において，Q ₆ 地方にある国立
大学や小規模な国立大学は，法人化すると衰退してしまうのではないでしょうか，という問に，地方
大学や小規模大学の産学連携をする上での地理的不利，寄附金などの自己収入増収も容易でないとし
ながらも，「小規模大学であれば大学全体が一丸となって社会の要請に素早く対応しやすい」，「地方
大学であれば地元自治体や企業などと連携しながら，その地域の特色を活かした研究を行える有利な
点もある」，中期目標作成，業績を評価には「それぞれの大学の特性や事情も十分考慮する」，「したがっ
て，地方大学や小規模大学であっても，法人化を機にその個性をより発揮できるようになる」と回答
するが，運営交付金の削減からだけでもそれらの大学は苦境に追いやられているのである。
　このように法人化のきびしい状況であるが，国立大学法人岡山大学はＡクラス，有数の総合大学と
しての国立大学を引き継ぎ，それにふさわしい存在であり続けるであろう。
⑶　経済学部・大学院経済系への期待
　経済学部の推移の特質を，私は文系三分野の分離化と統合化，第二部の第一部への統合，学位（博
士）授与権獲得，「真の大学」への到達，と整理した。私が退職した以降に，経済学部・法学部の第
二部が廃止，夜間主コースとなり，文化科学研究科は社会文化科学研究科となった，三つの修士課程
の研究科はこの社会文化科学研究科に吸収された，などとさらに組織改編が進んだことになるが，こ
のような組織改編はこれですでに終了したのではなくなお進行するであろう。行き着くところは大学
院研究科が基本部局となる大学院大学化の完成で，社会文化科学研究科に至る過程から論理的に考え
られることは，文・法・経済の 3学部が社会文化科学研究科に吸収され，社会文化科学研究科の教育
組織となる，であろうということである。
　大学院社会文化科学研究科と学部との関係がどのようになるとしても，重要なことは，学部レベル
の教育の在り方，大学院レベルで教育の在り方，そして両者の関連の在り方についての不断の追求で
あり，そしてなによりも教員の絶えざる自由奔放，闊達な研究，それと結びついた創意工夫の授業・
教育の探究である，と私は思う。岡山大学経済学部・大学院経済系のスタッフはいま42人，私の退職
後2000年 4 月以降の着任が半数に達している。この１0年間に大幅に入れ替わった。多くは年齢の若い，
旺盛な研究，教育探究の新進気鋭の方々である。研究と教育の場としての経済学部・大学院経済系の
さらなる充実・発展を期待したい。
おわりに
　岡山大学経済学部創立30周年にあたり講演の機会を与えられた。それをもととした本小論は私とい
う一教員の回顧である。この小論が岡山大学経済学部・大学院経済系の推移とそこにおける一つに時
代の研究・教育の一記録として伝えられることは幸いなことである。このような機会を与えてくださっ
たことに感謝申しあげる。
